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kojima
テキストボックス
建物内未活用エネルギー利用システムの開発

kojima
テキストボックス
我々が利用する建物の中には、未だ活用しきれていないエネルギーが様々な形で潜在している。本提案は、建物内における人の活動等に付随して生じる未活用エネルギーを有効に回収する技術の建築化ならびに利活用システムを開発することで、電力・ガス等の形で外部から取り込むエネルギーの量を可能な限り小さくし、地球温暖化防止等に配慮したサステナブルな社会実現への貢献を目指すものである。

kojima
テキストボックス
建物内潜在エネルギーの回収・活用によって外部導入エネルギー総量を削減するというコンセプトに加え、個々のエネルギー回収技術を一体的にシステム化するという点で新規性を有する。


kojima
テキストボックス
新たな潜在エネルギー発掘や回収効率向上によって回収エネルギ
ー量を増加することが可能であり、かつ太陽光発電等との基幹システム共有により設備コストの削減が図れる点で実用性に富む。


kojima
テキストボックス
すでにいくつかのエネルギー回収技術については実用化が進められていることと、蓄電システムおよびパワーコンディショナー等も技術的に成熟しつつある点で実現可能性が高い。


kojima
テキストボックス
人間の活動に付随して発生する比較的小さな未活用エネルギーを集めて使う手法「集エネ」は、新築・ストックを問わずに導入可能であり、社会に対して今後の省エネ施策の一つの方向性を示す。
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